



















































































































































































































































































































































































































４． 新鮮凍結血漿の使用量を赤血球濃厚液の使用量で除した値が 0.4 未満であり、かつ、アルブミン
製剤の使用量を赤血球濃厚液の使用量で除した値が２未満であること
５．輸血管理料Ⅰの施設基準のうち、４から７までのすべてを満たしていること





























120点 新鮮凍結血漿の使用量を赤血球濃厚液の使用量で除した値が 0.54 未満であり，かつ，アルブミン製
剤使用量を赤血球濃厚液の使用量で除した値が２未満であること。
輸血管理料Ⅱ
60点 新鮮凍結血漿の使用量を赤血球濃厚液の使用量で除した値が 0.27 未満であり，かつ，アルブミン製
剤使用量を赤血球濃厚液の使用量で除した値が２未満であること
16














































2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年
赤血球製剤（単位） 4103 4451 4457 4623 4984 5562 5819 7069 5955
自己血（単位） 385 316 289 418 396 298 321 341 304
新鮮凍結血漿（単位） 3427 1201.5 1701.9375 1503.375 1306.25 2751.25 2374.25 2784.5 1635.5
ｱﾙﾌﾞﾐﾝ（単位） 6861.6 7036.7 7242.5 6687.4 6584.2 7016.7 8495.0 8588.2 7976.7
FFP/MAP 0.76 0.25 0.36 0.30 0.24 0.47 0.39 0.38 0.26






























図 10　FFP/MAP比・アルブミン /MAP 比
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部を改正する法律」：平成 14 年法律第 96 号
２） 厚生労働省：「改正薬事法」「安全な血液製剤の安
定供給の確保等に関する法律」2003 年７月施行
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